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令和２年度決算令和２年度決算　意見を付し「認定」　意見を付し「認定」  

令和２年度　各会計決算一覧� （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

一 般 会 計 16,487,647 14,656,329

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,871,916 1,769,298
後 期 高 齢 者 医 療 177,309 175,367
介 護 保 険 事 業 1,506,180 1,449,641
亘理地域介護認定
審 査 会 4,558 4,558

決算概要決算概要
一般会計及び４特別会計を合わせた歳入歳出決算額は、歳入総
額200億4,761万円、歳出総額180億5,520万円となっています。
歳入歳出額ともに前年度比で増となっており、自然災害や新型
コロナウイルス感染症により、復旧・感染関連費用が大幅に増大
し、歳入歳出差引額は19億9,241万円の黒字決算となりました。
また、企業会計では水道事業会計6,879万円、下水道事業会計
１億1,411万円の純利益となりました。

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
決

算
認
定
、
補
正
予
算
、
契
約
、
人
事
案
件
な
ど
、
20
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
３
人
が
総
括
質
疑
を
行
っ
た
後
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
５
日
間
に
わ
た
り
審
議
や
現
地
調
査
を
行
い
、
意
見
を
付
し
、
全
て
の
会

計
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
６
人
の
議
員
が
町
長
と
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

水道事業会計
収益的収入 465,384 収益的支出 390,306
資本的収入 130,787 資本的支出 230,677

下水道事業会計
収益的収入 668,219 収益的支出 543,689
資本的収入 354,057 資本的支出 613,176

一般会計決算内訳(グラフ)一般会計決算内訳(グラフ)

町税
13億
436万円

分担金及び負担金
2,492万円

地方交付税等
30億3,556万円

町債
10億
9,861万円

164億
8,765万円

使用料及び
手数料等
1億
3,680万円

国庫支出金
32億
2,875万円

県支出金
6億5,608万円

繰入金
49億
3,403万円

繰越金
12億
3,314万円

その他の収入
8億3,540万円

公債費　5億1,248万円
諸支出金  　5,866万円
議会費    　 9,243万円

総務費
43億
4,580万円

土木費
29億
3,021万円

災害復旧費
4億2,242万円

民生費
17億1,797万円

商工費
4億4,880万円

農林
水産業費
17億
2,929万円

 146億
5,633万円

衛生費
6億1,576万円

労働費
1,549万円

消防費
3億5,602万円

教育費
14億
1,100万円

教育費
14億
1,100万円

【歳入】 【歳出】
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一般会計　主な事業一般会計　主な事業

目で見る決算

町民グラウンド町民グラウンド
改修工事費改修工事費

案内誘導看板案内誘導看板
設置費設置費
（避難施設等）（避難施設等）

253,832253,832千円千円  10,749 10,749千円千円
移住･定住支援補助移住･定住支援補助
（新築32件他）（新築32件他）

85,07585,075千円千円

坂元小学校校舎改修工事費坂元小学校校舎改修工事費
（トイレ洋式化工事含む）（トイレ洋式化工事含む）

 154,912 154,912千円千円
農水産物直売所農水産物直売所
飲食施設建設工事費飲食施設建設工事費
（案内板設置を含む）（案内板設置を含む）

176,027176,027千円千円 67,91667,916千円千円

山元町地域経済回復支援山元町地域経済回復支援
商品券配布事業商品券配布事業
（コロナ禍による支援として､ 5,000円/1人）（コロナ禍による支援として､ 5,000円/1人）
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成果は？ 効果は？成果は？ 効果は？
令和2年度決算令和2年度決算

決算審査特別委員会　意見を付し「認定すべきもの」
　令和２年度各種会計（７会計）は、９月７日に決算審査特別委員会（橋元伸一委員長）を設
置し５日間にわたる審査を行いました。
また、９月16日の本会議で次の意見を付し認定しました。

◇
予
算
編
成

議
員　
不
用
額
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
多
岐
に
わ
た
る
業

務
の
執
行
に
、
限
定
さ
れ

た
人
数
で
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
く
、
不
用
額
に
影
響

が
で
て
い
る
。

議
員　
20
億
円
の
不
用
額

を
別
の
事
業
計
画
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
予
算
編
成
を
大
事

に
す
る
こ
と
で
襟
を
正
し

て
い
き
た
い
。

町
長

意見
１　�実態に即した予算を計上し、適正な執行をおこない、
不用額を減らすよう努めるべきである。

２　�復興公営住宅と既存町営住宅の今後の考え方を示し、
建て替えや改修、統廃合に取り組むべきである。

３　�快適な交通手段の確保、利便性の向上並びに地域の活
性化に繋がるよう、地域公共交通を見直し早急に改善
すべきである。

４　�待機児童解消のため、早急に各種対策を講ずる必要がある。

５　�職員が働きやすい職場環境の整備を図り、計画的な職員確保、適正な人事配置等に努める
べきである。

６　�国民健康保険事業財政調整基金、および介護保険事業基金を有効活用し、被保険者の負担
軽減を図るべきである。

◆
公
共
交
通
の
運
営

議
員　
こ
れ
ま
で
、
年
間

４
千
万
円
を
支
出
し
て
い

る
町
民
バ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
年
１
回
の
会
議
の

み
で
あ
る
。
委
員
会
や
組

織
を
再
編
成
し
、
町
民
の

生
の
声
を
聞
く
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
趣
旨
は
十
分
理
解

し
た
。

議
員　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
含

め
て
約
１
億
円
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
時

の
送
迎
を
含
め
、
複
合

的
・
総
合
的
な
運
用
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

町
長　
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

委員長報告

等
へ
の
主
な

疑
質

決算審査特別委員会の様子
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監査委員　決算審査意見（要旨）
※審査期間：７月12日～８月10日

令和２年度の各会計決算及び各種基金の運用状況は、い
ずれも適正であると認められた。
財政の各指数も健全エリア内となっているが、今後とも復
興後の先を見据えた、慎重な財政運営に引き続き努めていた
だきたい。
新型コロナウイルス感染症の影響により、地方経済の不透

明感が増しており、町の自主財源である町税の減収が予想さ
れるため、今後は各種事業の見直しや、自主財源の確保を検討し、より一層の健全な行財政運営
に努めていただきたい。
また、地域の特性を生かしたビジネスを創出することで、地域経済の活性化を図り、住民が将
来にわたり安全、安心に暮らすことのできる町づくりを目指し、取り組まれるよう強く望むもので
ある。��
� 監査委員　　淀川　昭　　阿部　均

◇
避
難
道
路
「
新
浜
諏
訪

原
線
」
の
進
捗

議
員　
工
事
の
遅
延
、
工

事
費
増
加
の
要
因
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
工
事
が
進
行
す
る

中
で
の
増
工
は
避
け
ら
れ

な
い
。

議
員　
地
盤
沈
下
や
排
水

の
対
策
を
し
た
が
、
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
状
況
に
応
じ
て
設

計
変
更
し
な
が
ら
工
事
を

進
め
て
い
る
。

◆
町
営
住
宅

議
員　
今
後
の
住
宅
政
策

に
つ
い
て
は
。

町
長　
震
災
前
か
ら
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
町
営
住

宅
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
他
の
施
設

同
様
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
計
画
的
な
管
理

に
努
め
て
い
く
。

◇
待
機
児
童
対
策

議
員　
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

町
長　

解
消
ま
で
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
努
力
を

継
続
し
た
い
。

議
員　
結
果
が
出
て
い
な

い
の
で
は
。

町
長　
引
き
続
き
対
応
で

き
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

く
。

議
員　
小
規
模
保
育
所
の

取
り
組
み
や
ス
タ
ー
ト
が

遅
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
以
前
か
ら
委
員
会
で

取
り
上
げ
て
検
討
し
て
き

た
は
ず
で
あ
る
。

◆
町
民
体
育
館

議
員　
調
査
費
250
万
円
を

繰
り
越
し
た
が
、
早
く
結

論
を
出
し
て
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
移
行
で
き
な
い
の

か
。

町
長　
場
面
に
応
じ
て
無

駄
の
な
い
執
行
を
考
え

る
。

議
員　
町
内
の
ほ
と
ん
ど

の
体
育
館
は
、
地
震
の
影

響
で
使
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
町
民
が
使
え
る

環
境
を
、
早
く
整
え
る
べ

き
で
あ
る
。

名生東住宅
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基
本
方
針
ど
お
り
に
執
行
さ
れ
た
か

　
町
長　
課
題
事
業
は
見
直
し
、
着
実
に
進
め
る

菊
地 
康
彦
議
員

議
員　
当
初
予
算
編
成
は

「
５
つ
の
基
本
方
針
」
で

取
り
組
ん
だ
が
、成
果
は
。

町
長　
子
育
て
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
困
難
と
し
た
事

業
を
展
開
し
、
き
め
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
た
。
移
住
定
住
事
業
に

お
い
て
は
、
補
助
金
の
活

用
で
多
く
の
転
入
者
が

あ
っ
た
。

議
員　
産
業
の
振
興
と
し

て
支
援
金
を
予
算
化
し
た

が
、
生
産
者
の
考
え
と
乖

離
（
か
い
り
）
は
な
か
っ
た

か
。

課
長　
リ
ン
ゴ
防
除
薬
の

関
係
で
、
当
初
に
想
定
し

た
金
額
よ
り
少
な
く
、
残

額
が
で
て
し
ま
っ
た
。

議
員　
町
側
の
聞
き
取
り

で
十
分
な
理
解
が
足
り
な

か
っ
た
の
で
は
。
支
援
に

ず
れ
が
起
き
な
い
よ
う
に

執
行
す
べ
き
で
あ
る
。

議
員　
数
年
に
わ
た
り
、

学
校
管
理
費
等
で
不
用
額

が
で
て
い
る
が
。

教
育
長　
不
用
額
は
で
き

る
だ
け
出
す
べ
き
で
は
な

い
が
、
再
点
検
を
行
っ
た

結
果
な
の
で
、理
解
願
う
。

議
員　
学
校
を
訪
問
す
る

と
、
必
要
な
部
分
に
行
き

渡
ら
な
い
備
品
等
が
あ

る
。
学
校
と
連
携
を
密
に

し
、
必
要
最
低
限
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
学
校
と
話
し
合

い
を
持
ち
執
行
を
し
て
い

る
が
、さ
ら
に
検
討
す
る
。

財
政
健
全
化
を
目
指
し
て
の
見
通
し
は

　
町
長　
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る

岩
佐 

孝
子
議
員

議
員　
税
収
の
伸
び
な
い

中
で
、
町
債
が
占
め
る
割

合
が
増
大
し
て
い
る
が
。

町
長　
29
年
度
に
過
疎
地

域
指
定
を
受
け
、
交
付
税

措
置
な
ど
に
条
件
の
良
い

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の

発
行
額
の
増
加
が
要
因
で

あ
る
。

議
員　
自
主
財
源
で
あ
る

町
民
税
、
法
人
税
は
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
減
収
な
の
か
。

課
長　
国
全
体
の
経
済
情

勢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て

い
る
。

議
員　

自
主
財
源
が
減

収
す
る
中
、
地
方
債
の
占

め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
償
還
計
画
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ
ー

リ
ン
グ
を
示
す
べ
き
で
は
。

課
長　
議
会
に
は
示
し
て

は
い
な
い
が
、
執
行
部
の

中
で
管
理
し
て
い
る
。

議
員　

歳
入
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
執
行
部
だ
け

の
共
通
理
解
で
よ
い
の
か
。

町
長　
国
の
ル
ー
ル
に
基

づ
き
財
政
健
全
度
合
い
を

チ
ェ
ッ
ク
、
確
認
し
て
い

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

議
員　
議
会
に
対
し
、
資

料
を
き
ち
ん
と
提
出
し
審

議
す
べ
き
で
あ
る
。
事
業
遂

行
時
に
お
け
る
留
意
点
は
。

町
長　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

効
性
や
重
要
性
、
緊
急
性

を
踏
ま
え
、事
業
の
重
点
化
、

選
別
化
を
図
る
。
現
状
と

課
題
に
向
き
合
い
、
総
合

的
に
勘
案
し
必
要
に
応
じ

計
画
の
見
直
し
や
検
討
を

重
ね
取
り
組
ん
で
い
く
。

財
政
調
整
基
金
が
大
幅
に
増
加

　
町
長　
東
日
本
大
地
震
の
財
政
支
援
に
よ
る
も
の

遠
藤 

龍
之
議
員

議
員　
令
和
２
年
３
月
議

会
の
町
長
提
案
説
明
の
中

で
「
現
時
点
で
は
、
子
ど

も
の
数
の
推
計
及
び
町
内

の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
定

員
等
か
ら
既
存
の
保
育
所
、

幼
稚
園
で
の
受
け
入
れ
で

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
保
育
所
は
設
置
し
な

い
。」
と
断
言
し
て
い
る
。
し

か
し
、
９
月
に
は
５
人
も
の

待
機
児
童
が
生
じ
て
い
る
。

整
合
の
な
い
話
だ
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
予
定
の
時
期
よ
り

遅
れ
て
い
る
の
は
、
大
変
申

し
訳
な
い
。

議
員　
国
保
会
計
決
算
の

決
算
剰
余
金
と
財
政
調
整

基
金
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

が
。

町
長　
保
険
税
収
入
が
税

率
改
正
と
収
納
率
の
向
上

に
よ
り
、
ま
た
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
財
政
支
援
が

見
込
よ
り
増
加
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員　
財
政
調
整
基
金
残

高
が
計
画
に
あ
る
２
千
万

円
を
は
る
か
に
上
回
り
、

2
億
円
を
超
え
て
い
る
が
。

町
長　
も
う
少
し
精
査
す

る
余
地
が
な
か
っ
た
か
、
と

い
う
反
省
も
あ
る
。

議
員　
基
金
の
有
効
活
用

で
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
。
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◇髙橋　眞理子　議員　･･････････････････････････････････････ 　P8
　・地域資源を最大限に活用した交流人口拡大と産業振興対策について
　・土砂災害対策、排水対策、及び洪水防止対策について

◇竹内　和彦　議員　････････････････････････････････････････ 　P9
　・創造的復興について
　・新型コロナウイルス感染症対策について

◇岩佐　秀一　議員　･･････････････････････････････････････　Ｐ10
　・移住・定住の促進について
　・震災後の基盤整備事業により整備された農地や非農地の活用について

◇伊藤　貞悦　議員　･･･････････････････････････････････････　P11
　・安全・安心なまちづくりについて
　・次世代を担うこどもたちの感性や可能性を広げる取り組みについて
　・町民の望む各種サービスや環境整備について

◇岩佐　孝子　議員　･･･････････････････････････････････････　P12
　・未来へつなぐまちづくりについて

◇遠藤　龍之　議員　･･･････････････････････････････････････　P13
　・山元町財政について
　・繰越明許費の取扱い、対応について

一
般
質
問
と
は

　
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
状
況
や
見
通
し
を
聞
き
疑
問
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の

　
　
　
　
　
こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
➡

我が町政を問う一 般 質 問

令和３年　令和３年　第３回臨時会第３回臨時会
　７月29日（木）に臨時会が開催され、報告２件、議案１件を審議しました。

○議案等の審議結果
議案番号 議　案　名 結　果

報告第10号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）
※山元町役場構内駐車場等整備工事　4,578,200円増額

報　告
報告第11号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

※高瀬笠野線道路改良工事　448,800円増額

議案第39号 令和３年度　旧山元町立坂元中学校災害復旧工事請負契約の締結
について　　　※契約金額　60,610,000円 認　定
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髙
たかはし

橋 眞
ま り こ

理子 議員 議員

議
員　
年
々
、
増
加
し
て

い
る
耕
作
放
棄
地
に
、
里

山
風
景
を
広
げ
る
た
め
に

も
、
そ
ば
を
作
付
け
し
、

町
の
特
産
品
と
す
べ
く
、

町
民
と
の
協
働
で
、
製
粉

か
ら
加
工
ま
で
の
取
り
組

み
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　
美
し
い
景
観
形
成

な
り
、
あ
る
い
は
美
味
し

い
地
元
の
そ
ば
の
出
荷
に

向
け
て
、
協
働
で
取
り
組

む
こ
と
は
、
単
に
そ
ば
に

限
ら
ず
、
期
待
さ
れ
る
取

り
組
み
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

震
災
後
か
ら
、

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン
沿
い
を

始
め
、
そ
ば
の
作
付
面
積

が
広
が
っ
て
い
る
。
ア
ッ

プ
ル
ラ
イ
ン
を
、「
ア
ッ

プ
ル
ラ
イ
ン
そ
ば
街
道
」

と
銘
打
ち
、
特
産
の
リ
ン

ゴ
と
そ
ば
を
目
当
て
の
観

光
客
の
交
流
人
口
拡
大
を

図
っ
て
は
。

町
長　
町
の
振
興
、
活
性

化
を
図
る
上
で
、
意
欲
の

あ
る
方
、
あ
る
い
は
、
地

権
者
の
ご
理
解
を
確
保
で

き
れ
ば
、
一
石
二
鳥
的
な

対
応
に
な
る
と
思
う
。
何

ら
か
の
形
で
支
援
し
、
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員　
22
年
前
の
本
町
の

「
田
園
空
間
博
物
館
事
業
」

は
、
町
民
と
の
協
働
で
、

様
々
な
地
域
遺
産
や
資
源

を
発
掘
し
、
こ
れ
ら
を
次

世
代
に
継
承
し
よ
う
と
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、
国
か

ら
も
高
い
評
価
を
得
た
。

ど
ん
な
形
で
で
も
残
す
べ

き
で
は
。

町
長　
大
震
災
で
被
災
し

た
、
旧
や
ま
も
と
夢
い
ち

ご
の
郷
及
び
田
園
空
間
博

物
館
総
合
案
内
所
笠
野
学

堂
等
を
複
合
的
に
再
現
し

た
の
が
、
今
の
「
や
ま
も

と
夢
い
ち
ご
の
郷
」
で
、

総
合
案
内
所
機
能
も
持
た

せ
た
。
町
の
歴
史
や
文

化
、
地
域
資
源
や
観
光
情

報
な
ど
の
発
信
も
心
が
け

て
い
る
。
根
底
に
流
れ

る
、先
人
の
培
っ
た
歴
史
、

文
化
、
風
土
を
大
事
に
、

時
代
に
合
っ
た
町
づ
く
り

に
継
承
し
て
い
く
。

議
員　
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
磯
浜
漁
港
の

災害防止に向け、安全安心の確保を
　町長　防災意識啓発とハード整備に努める

美しいソバ畑（山寺地区）

議
員　
土
砂
災
害
警
戒
区

域
や
土
取
場
の
跡
等
の
点

検
パ
ト
ロ
ー
ル
は
。

課
長　
土
砂
災
害
警
戒
区

域
は
、県
と
町
の
合
同
で
、

約
5
年
毎
に
現
地
調
査
や

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。
土
取
場
は
、
大
雨
災

害
時
、
道
路
に
土
砂
の
流

出
等
が
な
い
か
、
分
担
し

点
検
し
て
い
る
。

議
員　

洪
水
防
止
対
策

に
、
国
や
県
が
勧
め
て
い

る
、「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
設

置
の
考
え
は
。

町
長　
ま
ず
は
、
既
存
施

設
の
土
砂
・
浚
渫
工
事
を

実
施
し
た
効
果
検
証
を

し
、
災
害
防
止
対
策
に
努

め
て
い
く
。

「
そ
ば
」
を
町
の
新
た
な
特
産
品
に

　
町
長　
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
き
た
い

ホ
ッ
キ
祭
り
の
再
開
は
。

町
長　
町
内
外
の
方
が
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

は
わ
か
る
が
、
開
催
に
向

け
、
以
前
の
よ
う
な
規
模

内
容
で
は
、
体
制
的
に
整

わ
な
い
部
分
が
あ
り
、
困

難
な
状
況
に
あ
る
。

議
員　
コ
ロ
ナ
の
収
束
後

に
是
非
、
再
開
を
望
む
。
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竹
たけうち

内  和
かずひこ

彦 議員議員

議
員　
大
規
模
農
地
整
備

事
業
の
成
果
は
。

町
長　
農
業
意
欲
の
あ
る

経
営
体
へ
の
農
地
集
積
が

進
み
、
大
区
画
圃
場
に
大

型
農
機
具
を
導
入
し
、
効

率
的
で
生
産
性
の
高
い
農

業
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。

議
員　
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
単
に
作
物
を
作
れ
ば
い

い
時
代
で
は
な
く
、
農
業

に
観
光
を
取
り
入
れ
る
、

又
は
、
6
次
産
業
化
等
、

付
加
価
値
の
高
い
農
業
経

営
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

町
長　
や
ま
も
と
フ
ァ
ー

ム
み
ら
い
野
と
夢
い
ち
ご

の
郷
で
タ
イ
ア
ッ
プ
し
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
町
と
し
て
も
６
次
産

業
化
に
つ
い
て
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。

議
員　
先
進
的
農
業
へ
果

敢
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

　
次
に
い
ち
ご
農
家
の
後

継
者
の
育
成
は
。

町
長　
来
年
４
月
よ
り
、

J
A
全
農
み
や
ぎ
に
お
い

て
町
内
を
拠
点
に
、
い
ち

ご
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
始
ま
る
。
町
と

議
員　
デ
ル
タ
株
の
感
染

力
は
強
力
で
、
い
つ
感
染

が
拡
大
す
る
か
不
安
な

日
々
が
続
い
て
い
る
。
町

長
の
認
識
は
。

町
長　
デ
ル
タ
株
に
置
き

換
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

か
つ
て
な
い
爆
発
的
な
感

染
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま

さ
に
憂
慮
す
べ
き
状
況
に

あ
る
。

議
員　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
捗
状
況
は
。

町
長　
高
齢
者
の
接
種
は

9
割
以
上
終
了
し
、
12
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
接
種
は

最
終
段
階
ま
で
来
て
い

る
。
今
後
、
集
団
免
疫
獲

得
に
向
け
て
接
種
を
推
進

し
て
い
く
。

ワクチン接種の進捗状況は
　町長　接種希望者への接種は最終段階

産
直
施
設
は
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

　
町
長　
こ
の
流
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の
に

し
て
も
J
A
と
連
携
し
、

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

議
員　
交
流
拠
点
と
し
て

夢
い
ち
ご
の
郷
の
役
割
は

大
き
い
。
年
間
売
り
上

げ
は
、
目
標
を
上
回
る

3
億
2
4
0
0
万
円
で
、

公
設
民
営
と
し
て
は
成
功

事
例
と
思
う
。
夢
い
ち
ご

の
郷
に
よ
り
収
入
を
得
て

い
る
地
域
の
人
も
多
く
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
坂
元
の
国
道

6
号
沿
い
の
民
有
地
を
活

用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設
整

備
を
含
め
れ
ば
、
地
域
の

活
性
化
と
地
域
の
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
の
で

は
。

町
長　
地
域
の
貴
重
な
資

源
で
あ
る
土
地
の
活
用

は
、
坂
元
だ
け
で
な
く
町

全
体
の
に
ぎ
わ
い
、活
力
、

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す

る
。

議
員　

交
流
人
口
拡
大

は
、
我
が
町
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
大
変
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
前
向

き
に
検
討
し
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
と
思
う
。

にぎわう産直施設

9　議会だより　やまもと　2021.11.1／VOL.194

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】



岩岩
い わ さい わ さ

佐佐  秀秀
しゅういちしゅういち

一一 議員 議員

議
員　
町
内
に
あ
る
「
移

住
・
定
住
」
用
地
と
し
て

利
活
用
で
き
る
、
未
活
用

地
が
何
カ
所
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
。

町
長　
元
坂
元
中
学
校
跡

地
や
町
民
プ
ー
ル
跡
地

を
含
め
、
６
カ
所
で
約

３
万
３
千
㎡
の
面
積
で
あ

る
。

議
員　
人
口
減
少
が
著
し

い
坂
元
地
区
の
改
善
策
と

し
て
、
20
数
年
活
用
し
て

い
な
い
元
坂
元
中
学
校
跡

地
は
、
面
積
も
１
万
６
千

㎡
と
広
く
、
上
下
水
道
が

整
備
さ
れ
、
立
地
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
。「
移

住
・
定
住
用
地
」
と
し
て

最
適
で
あ
り
、
宅
地
と
し

て
早
急
に
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　
坂
元
地
区
に
お
い

て
も
新
市
街
地
を
中
心

に
、
一
定
の
宅
地
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
坂
元

中
学
校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

坂
元
地
区
の
活
性
化
に
向

け
新
婚
・
子
育
て
世
帯
を

意
識
し
た
宅
地
と
し
て
、

新
た
な
居
住
環
境
を
整
備

す
る
な
ど
、
有
効
活
用
に

つ
い
て
鋭
意
検
討
し
て
い

く
。

未活用の町有地を移住・定住用地に
　町長　有効活用が図られるよう検討する

整
備
さ
れ
た
農
地
や 

　
　
　
　
　
　
非
農
用
地
の
活
用
を

　
町
長　
換
地
作
業
完
了
後
に
検
討
す
る

議
員　
震
災
後
の
基
盤
整

備
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
農
地
や
非
農
用
地
を
、

観
光
農
園
と
す
る
町
独
自

の
支
援
策
を
、
講
ず
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
事
業
完
了
後
に
観

光
農
園
と
し
て
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点

に
お
い
て
は
、
観
光
農
園

エ
リ
ア
に
指
定
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

議
員　
当
町
は
、
仙
台
市

内
か
ら
40
㎞
圏
内
に
あ

り
、
震
災
後
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
が
特
段
に
改
善
さ
れ

た
。
山
側
は
常
磐
自
動
車

道
、
中
央
は
国
道
６
号
と

常
磐
線
、
そ
し
て
海
側
は

亘
理
相
馬
線
の
開
通
に
よ

り
、
県
内
で
も
最
も
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。「
や
ま
も
と
夢
い

ち
ご
の
郷
」
を
基
盤
と
し

た
観
光
農
園
を
積
極
的
に

開
発
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
産
業
振
興
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
「
い
ち
ご
狩
り
」

等
が
で
き
る
観
光
農
園

を
、「
や
ま
も
と
夢
い
ち

ご
の
郷
」
周
辺
の
ア
ク
セ

ス
良
好
な
同
地
区
に
誘
致

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流

人
口
の
増
加
に
加
え
、
新

規
就
農
者
や
事
業
者
参
入

に
よ
る
産
業
振
興
の
相
乗

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
意

欲
あ
る
人
に
、
優
先
的
に

土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
施
策
を
講
じ
検
討
し
て

い
く
。

非農用地の活用を
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伊
い と う

藤 貞
ていえつ

悦 議員 議員

議
員　
わ
が
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
、「
農

業
収
入
保
険
」
加
入
者
や

希
望
者
に
町
独
自
で
保
険

金
を
支
援
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
頻
発
す
る
台
風
や

豪
雨
等
の
被
害
が
相
次
ぐ

中
、
農
業
収
入
保
険
の
有

効
性
は
認
め
ら
れ
て
き
て

い
る
。
農
業
分
野
以
外
に

も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

制
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
取
り
扱
い
は
慎
重
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

議
員　
新
聞
報
道
や
農
業

共
済
の
チ
ラ
シ
に
も
掲
載

さ
れ
、
農
業
収
入
保
険
の

存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
わ
が
町
に
お

い
て
も
、
今
年
度
、
法
人

が
４
、
個
人
が
33
の
37
経

営
体
が
加
入
し
て
い
る
。

今
後
、
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
農
業
を
基
幹
産
業

と
位
置
付
け
る
本
町
に
お

い
て
支
援
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員　
新
規
加
入
者
が
増

え
て
い
る
わ
が
町
に
お
い

て
、
検
討
す
る
と
の
回
答

だ
が
、
実
現
の
可
能
性
に

議
員　
窓
口
案
内
の
対
応

改
善
の
た
め
、
職
員
の
向

き
を
通
路
側
に
向
い
た
配

置
に
す
る
考
え
は
。

町
長　
執
務
室
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
職
員
を
145
人

と
設
定
し
、
開
放
的
で
効

率
的
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

執
務
空
間
を
目
指
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞

の
栄
に
輝
い
て
い
る
。

　
窓
口
案
内
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
庁
舎
利
用
者
に

不
便
を
か
け
て
い
る
場
面

が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て

い
る
。
課
長
会
議
に
お
い

て
対
応
の
改
善
を
指
示

し
、
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
る
。

議
員　
昼
休
み
の
窓
口
案

内
の
際
に
、
執
務
室
の
照

明
を
点
灯
し
た
ま
ま
に
は

で
き
な
い
か
。
暗
い
と
庁

舎
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

も
な
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
昼
休
み
は
休
憩
時

間
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

光
熱
水
費
の
節
減
を
図
る

う
え
で
も
消
灯
し
て
い

る
。
１
階
フ
ロ
ア
は
点
灯

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
今
の
段
階
で
可
能

性
の
回
答
は
で
き
な
い
。

今
後
、
担
当
課
を
中
心
と

し
て
積
み
上
げ
を
し
、
検

討
し
た
い
。

議
員　
早
急
に
結
論
を
出

し
対
処
す
べ
き
あ
る
。

役場庁舎のさらなる利用改善を
　町長　窓口対応改善とサービスに努める

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
保
険
金
支
援
を

　
町
長　
本
町
の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

し
て
お
り
、
２
階
は
、
消

灯
し
て
も
天
窓
に
よ
り
一

定
の
明
る
さ
は
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

職
員
の
福
利
厚

生
や
精
神
衛
生
面
か
ら
、

も
っ
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

福
利
厚
生
を
含

め
、
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

気軽に利用したいね
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岩
い わ さ

佐 孝
た か こ

子 議員 議員

議
員　
震
災
か
ら
10
年
経

過
し
た
。
町
づ
く
り
で
重

要
な
の
は
、
不
公
平
感
を

払
拭
す
る
こ
と
で
あ
る
。
震

災
後
、
転
出
・
危
険
区
域

内
で
の
再
建
者
へ
再
支
援

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
復
興
基
金
を
活
用

し
た
支
援
策
を
き
め
細
か

に
実
施
し
た
。

議
員　
被
災
し
た
転
出
者

へ
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
た

引
っ
越
し
費
用
だ
け
の
支

援
。
危
険
区
域
へ
の
差
額

を
設
定
し
た
理
由
は
。

町
長　
議
論
を
重
ね
て
き

た
制
度
設
計
で
あ
る
。

議
員　

31
年
度
に
は
、
丘

通
り
の
半
壊
以
上
の
被
災

者
へ
復
興
基
金
活
用
や
一般

財
源
（
町
予
算
）
で
、一
戸

あ
た
り
20
万
円
の
支
援
を

議
員　
2
月
の
地
震
被
害

に
よ
り
、
歳
出
が
増
大
す

る
の
で
5
千
万
円
を
超
え

る
「
茶
室
」
を
、
実
施
設

計
業
務
の
事
業
執
行
を
停

止
し
た
の
だ
が
、
他
に
執

行
停
止
し
た
事
業
は
。

町
長　
こ
の
事
業
だ
け
で

あ
る
。

し
た
。
危
険
区
域
内
で
の

差
別
を
す
べ
き
で
は
な
い
と

思
う
が
。

町
長　
独
自
支
援
の
考
え

は
な
い
。

議
員　
現
在
、
財
政
調
整

基
金
は
23
億
円
あ
る
。
こ

れ
を
活
用
し
町
民
を
守
る

こ
と
や
生
活
支
援
を
し
差

別
す
べ
き
で
は
な
い
。

町
長　
2
月
の
福
島
県
沖

地
震
に
お
い
て
は
、
県
境
・

被
災
状
況
等
と
い
ろ
い
ろ

な
状
況
を
鑑
み
て
も
差
が

で
る
の
は
、
行
政
に
お
い
て

一般
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

議
員　
災
害
救
助
法
の
基

本
理
念
で
あ
る
平
等
の
原

則
か
ら
、
交
付
金
は
被
災

者
全
体
へ
の
支
援
で
あ
る
。

福
島
県
沖
地
震
で
、
町
か

ら
県
な
ど
へ
提
出
し
た
要

望
書
と
矛
盾
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
災
害
は
時
と
場
所

を
選
ば
な
い
。
2
月
の
災

害
は
県
境
を
ま
た
が
っ
て
お

り
、
当
町
で
は
切
実
な
問

題
で
あ
る
。
基
本
的
部
分

で
の
取
り
扱
い
は
公
平
公

正
が
基
本
で
あ
る
。

議
員　
危
険
区
域
に
居
住

し
て
い
る
住
民
も
、町
民
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
を
納
税

し
て
い
る
。
不
公
平
感
を

払
拭
す
る
た
め
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
、
町
民

の
生
活
・
命
を
守
る
た
め

町
独
自
の
再
支
援
策
を
求

め
る
。

未来へつなぐ町づくりを
　町長　計画的な事業を展開していく

※�

財
政
調
整
基
金�

と
は

　
町
の
貯
金
の
こ
と
。

財
源
不
足
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
財
源
を

補
え
る
よ
う
に
、
自

治
体
で
、
一
定
の
金

額
を
積
み
立
て
る�

基
金
。

議
員　
事
業
停
止
の
意
図

は
。

町
長　
地
震
被
害
規
模
が

増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
全

体
の
中
で
の
判
断
で
あ
る
。

議
員　

他
事
業
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

町
長　
そ
の
時
々
の
状
況

を
見
据
え
、
事
業
の
進
捗

管
理
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
町
長
が
掲
げ
て
い

る
複
合
施
設
等
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
強
引
に
実
行
す
る

の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
立

ち
止
ま
り
、
住
民
の
声
に

耳
と
心
を
傾
け
、
次
代
へ

継
承
す
る
事
業
を
展
開
す

べ
き
で
あ
る
。

こころにも花を咲かせよう（みんなが集う牛橋区民会館）
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遠遠
えんえん

藤藤
どうどう

龍龍
たつたつ

之之
ゆきゆき

議員議員

議
員　
「
町
の
税
金
を
含

む
、
お
金
の
使
い
方
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
。」
と

い
う
こ
と
も
聞
こ
え
て
く

る
。
経
常
収
支
比
率
の
推

移
か
ら
み
て
、
町
財
政
の

現
状
を
ど
う
み
る
か
。

町
長　
こ
の
10
年
間
の
平

均
は
93
・
1
％
で
、
財
政

構
造
の
硬
直
化
が
震
災
前

よ
り
若
干
進
ん
で
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
県

内
市
町
村
と
の
比
で
平
均

的
な
水
準
で
あ
る
が
、
公

債
費
の
増
加
等
か
ら
今
後

増
加
傾
向
と
な
る
。

議
員　
経
常
収
支
比
率
が

高
く
な
る
と
、
ど
う
な
る

の
か
。

町
長　
新
た
な
事
業
予
算

の
支
出
が
狭
く
な
っ
て�

く
る
。

議
員　
新
規
事
業
へ
の
活

用
等
、
自
由
に
使
え
る
財

源
が
少
な
く
な
る
と
受
け

止
め
た
。
維
持
管
理
費
の

推
移
と
今
後
の
見
通
し

は
。

町
長　

震
災
前
の
約

3
億
5
千
万
円
と
比
較

し
、
約
３
億
3
千
万
円
増

の
約
6
億
8
千
万
円
で
あ

る
。
要
因
と
し
て
、
山
下

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
の
増
加
が
あ
げ
ら

れ
、
今
後
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
更
新
を

進
め
、
維
持
管
理
費
の
削

減
や
平
準
化
に
取
り
組

む
。

議
員　
維
持
管
理
費
が
震

災
前
の
2
倍
に
な
っ
て
い

る
が
、
経
常
収
支
比
率
と

の
関
係
で
ど
う
見
て
い
る

の
か
。

課
長　
維
持
管
理
費
が
増

え
る
こ
と
で
、
経
常
収
支

比
率
に
も
影
響
す
る
。

議
員　
経
常
収
支
比
率
が

高
く
な
り
、
財
政
硬
直
化

の
要
因
と
な
る
維
持
管
理

費
が
増
え
る
中
、
新
規
事

業
に
充
て
ら
れ
る
財
源
は

十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

か
。

町
長　
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
も
と
に
財
政
運

営
を
し
て
き
た
中
で
、
対

応
可
能
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
か
ら
見
た
財
政
の
現
状
は

　
町
長　
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
若
干
進
行

議
員　
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
伴
う
災
害

復
旧
事
業
の
繰
越
明
許
費

の
取
り
扱
い
、
対
応
は

「
会
計
年
度
独
立
の
法
則
」

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　
県
の
指
導
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
る
の
で
、

問
題
は
な
い
。

議
員　
財
源
確
保
が
絶
対

の
条
件
で
あ
り
、
繰
越
財

源
な
し
に
事
業
の
繰
り
越

し
は
認
め
ら
れ
な
い
。
繰

越
事
業
は
財
源
に
拘
束
さ

れ
る
、
と
い
う
部
分
に
抵

触
し
な
い
か
と
い
う
素
朴

な
質
問
だ
が
。

町
長　
県
の
指
導
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
る
の
で
問

題
は
な
い
。

議
員　

問
題
の
重
大
性

や
、
ど
の
程
度
の
問
題
で

あ
っ
た
の
か
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
。
確
認
で

き
て
い
る
の
は
、
町
の
損

失
が
4
7
0
0
万
円
も
の

金
額
に
な
っ
て
い
る
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
、
町
民
や
議
会
に
対

す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ

り
、
町
の
対
応
に
つ
い
て

問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
く
。

会計年度独立の原則に抵触しないか
　町長　県の指導に基づき対応　問題はない
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人事

一般会計の主な内容
・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金　2,717万円
・山元町水災・地震保険等加入促進事業　　　　120万円
・農地賃貸借料一括前払費補助金　　　　　　8,616万円
・谷地排水機場のポンプ改修事業　　　　　　　500万円　

令和３年度　各種会計補正予算一覧表
　　　　　（議案第45・46・47・48・49・50号）� （単位：千円）

会�計�名 補�正�額（９月） 合�計�額
一 般 会 計 173,747 8,816,251
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 14,630 1,872,245
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,942 179,359
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 44,648 1,528,511
水　 道　 事　 業　 会　 計 △3,871 609,658
下　 水　 道　 事　 業　 会 計 391 1,112,724

（
委
員
会
提
出
議
案
第
２
号
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書　

◇
提
出
者　

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　
伊
藤
貞
悦

◆
提
案
理
由

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
地

方
財
政
対
策
、
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向

け
、
地
方
税
財
源
等
を
確
実
に
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

◇
提
出
先

・
衆
議
院
議
長　
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣　
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣　
・
経
済
産
業
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

・
経
済
再
生
担
当
大
臣

意

書
見

谷地排水機場（中浜区）

補

予
正

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
45
号
）
は
、
地
方
交
付
税
や
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
の
確
定
に
伴
う
既
定
予
算
額
と
の
差
額
分
を
は
じ
め
、
国
・
県
支
出
金
の
内
示

額
等
に
起
因
す
る
も
の
や
、
決
算
に
伴
う
各
種
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
指
定
寄
付
金
収
入
等
約

１
億
７
千
万
増
額
を
可
決
し
ま
し
た
。

（同意2号）
　監査委員　

　齋 藤 忠 裕 氏（横山区）を同意
任期：令和３年10月1日から令和７年9月30日まで
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契約
（議案第44号）

名�　称 金額（税込） 落札率 相手方 工期

社総交（復興）請３号頭無
西牛橋線交差点改良工事 １億1,652万8,500円 88.99％ 有限会社渋谷組

（山元町）
令和４年
３月28日

議 案 第 43 号  山元町過疎地域持続的発展計画
　各種対策を総合的かつ計画的に実施するために必要な財政上の特別措置等を活用する
とともに、地域の持続的発展を図り、もって人材の確保及び育成、雇用機会の拡充、
住民福祉の向上、地域格差の是正等に寄与することを目的とする。

１　策定の根拠
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（以下「新措置法」という。）
２　新措置法で講じられている特別措置及び対象事業
　○特別措置
　　過疎対策事業債による支援
　　（充当率100％、元利償還金の7割を交付税措置）
　○対象事業
　　�新過疎法の趣旨に沿い過疎地域持続的発展市町
　　村計画に基づいて行う事業
３　計画期間
　令和3年度から令和7年度まで(５年間)
４　計画の調整状況
　「宮城県過疎地域持続的発展方針」との整合を図る必要があることから、県と協議を行い
同意（令和3年8月20日）を得ている。

◇
策
定
経
緯

議
員　
議
会
に
説
明
不
足

だ
っ
た
の
で
は
。

町
長　
今
回
の
過
疎
計
画

は
２
回
目
で
あ
り
、
見
直

し
的
な
対
応
の
中
で
必
要

な
説
明
を
し
て
い
る
。

議
員　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
周
知
徹
底
し
た
と

受
け
取
れ
な
い
が
。

町
長　
総
合
計
画
策
定
の

中
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
、
相
当

の
意
見
集
約
を
し
て
お

り
、
こ
の
計
画
は
そ
う
い

う
も
の
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
る
。

◆
計
画
の
内
容

議
員　
こ
の
計
画
の
位
置

付
け
は
。

町
長　
総
合
計
画
、
地
方

創
生
総
合
戦
略
、
こ
の
過

疎
計
画
の
三
本
立
て
で
大

き
な
柱
に
な
る
。

議
員　
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
行
う
事
業
は
何
件
あ

る
か
。

課
長　
90
事
業
で
あ
る
。

議
員　
各
年
度
の
総
事
業

費
は
。

課
長　
中
期
財
政
見
通
し

で
の
大
玉
事
業
の
中
で
、

各
年
度
の
推
計
を
し
て
い

る
。

議
員　
こ
の
計
画
期
間
の

総
額
を
ど
う
想
定
し
て
い

る
の
か
。

町
長　

今
後
の
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
策
定

に
委
ね
ら
れ
る
。

議
員　
長
期
的
に
、
本
当

に
持
続
的
な
、
こ
の
町
を

残
す
と
い
う
意
気
込
み
で

取
り
組
む
計
画
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

町
長　
予
算
、
決
算
、
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

ト
ー
タ
ル
の
中
で
、
町
の

財
政
運
営
を
確
認
い
た
だ

き
た
い
。

次代をになう子ども達へ
つなぐために

主
な
質
疑
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町の仕事をチェック!!
総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

〇
地
震
災
害
復
旧
状
況

調
査
内
容

　
被
害
箇
所
及
び
災
害
復

旧
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

道
路
、
河
川
、
農
業
施
設

の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

意
見

　
現
在
実
施
し
て
い
る
道

路
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は

町
民
の
安
全
に
十
分
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。

●
県
営
水
道
事
業
の
民
営
化

調
査
内
容

　
「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営

方
式
」
に
つ
い
て
調
査
を

し
た
。

意
見

　
事
業
に
つ
い
て
民
間
業

者
へ
の
委
託
と
な
る
が
、

事
業
実
施
主
体
は
県
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
へ
の
影

響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
も
住
民
の
不
安
を
払

拭
し
て
い
く
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

〇�

東
部
地
区
農
地
基
盤�

整
備
事
業
と
営
農
の�

進
捗
状
況

調
査
内
容

　
整
備
後
の
営
農
状
況
及

び
補
完
工
事
等
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

実
施
し
た
。

意
見

　
整
備
後
の
土
地
に
お
い

て
、
条
件
や
環
境
に
差
が

見
ら
れ
、
不
具
合
が
生
じ

る
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
終
了
後

に
お
い
て
も
県
と
の
協
議

も
含
め
、
十
分
な
対
応
、

対
処
を
図
ら
れ
た
い
。

●
学
校
教
育

調
査
内
容

　

学
力
向
上
、
不
登
校
、

学
校
再
編
に
つ
い
て
、
調

査
を
実
施
し
た
。

意
見

・
学
力
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
全
体
的
な
学
力

向
上
へ
つ
な
げ
る
た
め
、

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
や
町
に
も
開
示
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

・
今
後
は
学
力
重
視
だ
け

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
伸

び
伸
び
と
成
長
で
き
る
総

合
的
指
導
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。

・
小
学
校
再
編
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

〇
公
共
交
通

調
査
内
容

　
「
町
民
バ
ス
ぐ
る
り
ん
号
」・「
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
に
お
け
る
利
用
状

況
の
意
向
及
び
動
向
等
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

意
見

　
「
町
民
バ
ス
ぐ
る
り
ん
号
」
は
利
用
し

に
く
い
運
行
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
も
午
後

の
利
用
実
績
が
少
な
い
た
め
、
利
用
者
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
充
実
し
た
地
域

公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
見
直
し
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ
ン

　
複
合
施
設
整
備
事
業

調
査
内
容

　

整
備
調
査
・
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
、
及
び
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

　

土
地
確
保
の
問
題
（
購
入
ま
た
は
借

地
）、
総
事
業
費
が
明
確
に
さ
れ
な
い
ま

ま
の
取
組
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業

の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の
報
告

が
少
な
い
た
め
、
積
極
的

な
報
告
を
求
め
、
引
き
続

き
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

〇
待
機
児
童
対
策

調
査
内
容

　
推
計
児
童
数
（
０
歳
～

２
歳
児
）、
施
設
利
用
見

込
み
量
、
及
び
小
規
模
保

育
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
事
業
開
設
に
よ
り
待
機

児
童
対
策
の
改
善
が
図
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
解

消
に
向
け
町
の
責
任
と
し

て
引
き
続
き
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
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総務民生常任委員会
◎竹内　和彦　　　〇岩佐　秀一
　伊藤　貞悦　　　　髙橋眞理子
　岩佐　孝子　　　　髙橋　建夫

議会広報・広聴常任委員会
◎岩佐　秀一　　　〇菊地　康彦
　渡邊千恵美　　　　岩佐　孝子
　髙橋　建夫

◎　委員長　　○副委員長

　ＡＬＰＳ処理水の処分　ＡＬＰＳ処理水の処分
　に関する説明会を実施　に関する説明会を実施
　8月17日に開催した全員協議会において、東京電力ホー
ルディングス㈱の関係者を招き、現在の福島第一原子力発
電所の現状や政府の基本方針に基づくＡＬＰＳ処理水の処
分に関する今後の対応についての説明会を実施しました。

概要
１　�ALPS処理水の海洋放出に必要な設備の設計及び運用
　　�　政府方針の着実な実行のための計画を作成し、原子力規制委員会による認可の取得のた
めの準備を進める。

２　環境モニタリング　　
　　�　これまでのセシウム137に加え、トリチウムについても重点的に測定・評価を行い、採
取対象地点と分析頻度を強化する。

３　国際原子力機関（IAEA）による安全性の確認　　
　　�　国内法令のみならず、国際法の観点等から確認・指
導を適切に反映していく。

４　風評影響への対応　、風評被害への対策
　　�　理解の醸成に向けた取組みや風評被害が生じた損害
には迅速かつ適切に賠償する。

委員会の新メンバーが決定
（任期：令和３年11月13日～令和５年11月12日）

産建教育常任委員会
◎遠藤　龍之　　　〇渡邊千恵美
　橋元　伸一　　　　大和　晴美
　阿部　　均　　　　菊地　康彦

議会運営委員会
◎伊藤　貞悦　　　〇大和　晴美
　竹内　和彦　　　　遠藤　龍之
　菊地　康彦
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○令和３年　第３回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　果

報告第12号 令和２年度決算山元町健全化判断比率について
報　告

報告第13号 令和２年度決算山元町公営企業資金不足比率について

認定第１号 令和２年度山元町一般会計歳入歳出決算認定について　【P２−５に掲載】

認　定

認定第２号 令和２年度山元町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和２年度山元町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和２年度山元町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和２年度亘理地域介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定について

認定第６号 令和２年度山元町水道事業会計決算認定について

認定第７号 令和２年度山元町下水道事業会計決算認定について

議案第40号 山元町個人情報保護条例及び山元町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例

可　決
（全員賛成）

議案第41号 山元町損失補償契約に係る回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部を改正する条例

議案第43号 山元町過疎地域持続的発展計画について　【P15に掲載】

議案第44号 令和２年度（繰）社総交（復興）請３号　頭無西牛橋線交差点改良工事請負契約の締結について【P14に掲載】

議案第45号 令和３年度山元町一般会計補正予算（第３号）　【P14に掲載】

議案第46号 令和３年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第47号 令和３年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第48号 令和３年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第49号 令和３年度山元町水道事業会計補正予算（第２号）

議案第50号 令和３年度山元町下水道事業会計補正予算（第１号）

同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについて　【P14に掲載】 同　意

委発第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
【P15に掲載】

可　決
（全員賛成）

※【議案第42号　山元町町営住宅基金条例の一部を改正する条例】については、「改正の必要性について詳細な説明を行い、改めて提案

したい」との理由により撤回

○陳情の受理
陳情番号 件　　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第６号 令和４年度　理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
公益社団法人　
日本理科教育振興協会
会長　大久保　昇

配布のみ
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令和3年7月1日～9月30日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

伊
藤
貞
悦

橋
元
伸
一

岩
佐
秀
一

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内
和
彦

遠
藤
龍
之

岩
佐
孝
子

阿
部
　
均

菊
地
康
彦

髙
橋
建
夫

岩
佐
哲
也

７

2 金 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

7 水
産建教育常任委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

県知事への要望活動 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

8 木 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

13 火 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

15 木 宮城県町村議会　議員講座 ○ 欠 ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

16 金 宮城県町村議会　議員講座 ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

20 火 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

21 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 木 第３回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８

3 火 産建教育常任委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

5 木 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

17 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 月 仙南・亘理地方町議会議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

26 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 金 議会運営委員会 ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

第３回議会定例会（８/31・９/２・３・７・16） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９

決算審査特別委員会（９/７・８・９・10・13・14） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ―

15 水
総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

産建教育常任委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

29 水 議会運営委員会 ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

30 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況

　議会を代表し、外部との交際に要する経費です。�交際費支出の適正化を図るため、支出に関す
る基準を定めて、その執行状況を公開しています。

区　分
７月 ８月 ９月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

その他 1,650 視察対応茶代 0 ― 0 ―

合　計 1,650 0 ※支出なし 0� ※支出なし

議長交際費
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9
月
末
に
県
の
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
マ
ス
ク
着
用
や
換

気
の
徹
底
、
3
密
回
避
の

対
策
は
必
要
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
医

療
従
事
者
や
担
当
課
等
の

皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

議
会
に
お
き
ま
し
て
も

研
修
会
の
制
限
、
議
会
報

告
会
の
見
合
わ
せ
な
ど
、

例
年
通
り
の
活
動
が
で
き

な
い
状
況
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
も
広
報
委
員

は
、「
わ
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

委
員
会
編
成
に
よ
り
、

次
号
か
ら
は
、
広
報
・
広

聴
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
と

な
り
ま
す
。
議
会
一
丸
と

な
り
、
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員　
大
和　
晴
美
）

〈
議
会
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
〉

委
員
長　
岩
佐　
孝
子

副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子

委　
員　
伊
藤　
貞
悦

委　
員　
岩
佐　
秀
一

委　
員　
大
和　
晴
美

編
集
デ
ス
ク

令和３年
　第４回山元町議会定例会（予定）
　　　会　期：12月３日（金）
　　　　　　　　～10日（金）
　　　開　会：午前10時
　　　本会議：12月３日･７日・８日・10日
　 　 　（一般質問は、12月７日･８日です。）

ホームページをご覧ください

山元町議会     検索 

◇ ◇ ◇　お知らせ　◇ ◇ ◇

すきです
　やまもと

心のオアシスをめざして!!　代表　菊地慎一郎　（会員30人）
被災した花釜地区に2013年２月に地域住民と『おもい・つむぎ財団』（足利市）などのボランティアによ

る手作りの小さな「図書館」がオープン。子どもや地域の方々が集まる場所、誰でもふらっと立ち寄り本が
読め、地域のコミュニティーが再生されるきっかけを作りたいという思いから活動が始まりました。図書館
には那須野ケ原青年会議所や地域の方等からの寄贈による絵本・漫画や小説など約１万冊の本が所狭しと並
んでいます。図書館は鍵の開け閉め、掃除などの当番を決め自主運営され定休日はなく、朝８時から夕方５
時まで開館し、幼児から高齢者まで幅広い年代の方が利用しています。今後も３・11鎮魂の夜や小さな絵画
展などイベントを通し文化の発信をしていきます。

令和３年 議  会  報  告  会
　11月13日（土）に予定していました議会報告会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
中止させていただきます。次回開催については決定次第お知らせいたします。

みんなの図書館（花釜区）
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